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○キャリア教育
の推進 

・あいさつ、あき
らめない、後
片付け 
（３あ運動） 

・生活年間目標
を通した集団
づくり 

・生徒指導の三
機能をいかし
た諸活動の推
進 

・情報共有と各
アンケートを
いかした迅速
な対応 
( 生 徒 指 導 便
り・職員朝終
礼の活用) 

・外部機関との
連携 
 
発 達 支 援 室 
ケース会議 

生
徒
指
導 

○児童がお
互いに助
け合い、
協力して
活動する
場をつく
るととも
に、友だ
ちとの温
かな関係
づくりに
つながっ
ている。 

□児童アンケート 
「学校は楽しい」

と答えた児童の
割合 

 
A:85％以上 
B:80％以上 
C:80％未満 

低 
９７％A 
 
中 
９５％A 
 
高 
９５％A 
 
全 
９６％A 

〇日々の観察、月
一回の学校生活
アンケート、年
三回のいじめア
ン ケ ー ト を 柱
に、いじめや、子
ども達の困り感
の早期発見、早
期 対 応 に 努 め
る。 

〇定期及び機会を
捉えた教育相談
を柱に、子ども
達の心に寄り添
う時間を大切に
する。 

〇生活年間目標を
通した集団づく
りを行う。その
際、各学年で現
在の子供達の実
態に即した、よ
り具体的な目標
を設定し、実行
する。 

〇 特 別 活 動 を 柱
に、子供達が自
然に助け合った
り協力したりで
きる場の設定を
行う。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
A（８０％） 
B（２０％） 

●学校としてできうる限りの取組をしてい
ただいています。ありがとうございます。 
保護者懇談会の参加率向上により、家庭
での見守りも浸透していくとよいと思い
ます。 
大変だと思いますが、学級活動・授業・
給食・清掃・休み時間など日常の学校生
活を通して児童の人間関係や力関係の把
握に努めていただきたいです。 
特別活動に関連して、児童が主体的に参
画するいじめ防止に向けた方策の話合い
活動の取組みの推進。例えば代表委員会
が中心となり、いじめ撲滅に向けての方
策を議論したり、各学級へ議題を下ろし、
学級での議論を促したりすることで児童
が主体的に話し合いに参加し、いじめを
なくしていこうとする態度を養うのはど
うでしょうか。 

●アンケート結果をいかし、子どもたちの
実態に即した目標設定を実践してくださ
い。年間当初の計画にしばられず、現状の
確認から目標を設定し実践していくこと
に期待します。 

●先日，穴水町内を歩いていると、子どもた
ちから「こんにちは」とあいさつを受けま
した。鳳至小の子どもたちもできれば、安
心・安全のために挨拶を心がけるように
なってくれればと思います。 

●今年度３年ぶりの三夜踊り指導の際､先
生方の指導により､「語先後礼」の挨拶が
できているのを実感できました。 

 金管鼓隊出発式見学の際、職員玄関に私
がいたけれど、挨拶してくれる児童は半
数だった事が残念でした。自分から挨拶
できる子の連鎖が広がることを願いま
す。 

●児童が楽しく学校に通学できるように更
に充実していくことを期待したい。 

 夏休み後の子どもの変化を先生方と見守
りたい。 

低 
１００％A 
 
中 
９３％A 
 
高 
８８％A 
 
全 
９２％A 

〇今後も以下の四点を大切
にしていく。 
①年間生活目標を通した集

団づくり。 
②日々の観察、月一回の学

校生活アンケート、年三
回のいじめアンケートを
柱に、いじめや、子ども達
の困り感の早期発見、早
期対応に努める。 
③年三回の教育相談を柱

に、子ども達の心に寄り
添う時間を大切にする。 
④生徒指導に関する教職

員の共通行動を今後も
継続していく。（教室環
境の整備、子供達と接す
るうえでのポイント等） 

〇「みんななかよく」ではな
く「お互いの違いを認め
合う」という考え方を大
切にし、子供達に指導し
ていく。 

A
（100％） 

●教職員の共通理解の上で，共通行動をとること
は，子どもたちから見てもブレがないというこ
とであり，とても良い認識だと思います。実践は
効果をもたらします。頑張ってください。 

●国勢調査員の総務省研修会でのお話ですが，対
象者と対面する場合，こちらの身なり・顔の表
情・挨拶の仕方での「第一印象」が調査の協力を
得られるか否かに繋がるので心得てほしい！と
のお話がありました。 
何をするにも挨拶は大事なので，小学生の時か
ら挨拶が癖になり，自然とできるようになるの
は素敵ですよね。まずは我々大人からのアクシ
ョンですね。 

●子どもたちが楽しく学校へ通学することがで
き，充実した学校生活を送ることができた。 

●「みんな仲良く」というぼやっとしたものから、
対立を避けるための「対話」を取り入れ「感情の
コントロール」につながれば子どもたちの自律
心につながると思います。いろいろな方面から
物事を見ることによりいろいろな考え方が分か
ると思うので、ICT を活用するなど積極的に挑戦
してください。 

●毎年のことなのかもしれませんが，運動会以降
まとまりが出てきた感じがします。学校が楽し
いと感じている子どもが多いことは良いこと 
だと思います。 

 子どもたちに将来の目標を持たせることが，１
つの学習意欲になる気がしますが，小学生では
無理な話なのでしょうか？ 

○生活リズムの
改善 

・年３回の調査 
・毎月の実態把

握と意識付け 
○SNS 機器利用

の指導 
・スマホ調査 
・全学年におけ

る学級指導 
・保護者への発  
 信 

生
活
力
向
上
部
会 

○児童が自
らの生活
を 意 識
し、生活
を改善し
ようとし
ている。 

□保護者アンケー  
 ト 

就寝時間を守っ
ている児童の割
合（低学年９時
半、中学年 10
時、高学年 10 時
半） 

 
A:70％以上   
B:60％以上   
C:60％未満 

・夜 9 時以
降のゲー
ム・ネッ
ト・ＳＮ
Ｓをしな
い 

 
保 
６２％ B 
 
・ねる時刻

を守って
いる 

保 
６８％ B 

〇昨年度とアンケ
ート結果に大き
な差はみられな
かった。保護者
との連携が不可
欠である。 

〇2 学期の教育ウ
ィークで、ＰＴ
Ａと共催し学校
保健委員会を開
催する。（ＳＮＳ
使い過ぎの害、
付き合い方） 

〇保護者と連携を
図り、さらなる
情報発信と啓蒙
に努める。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
A（８０％） 
B（２０％） 

●ＩＣＴの活用は限られた場面であること
から、指導がデジタルにおけるデメリッ
ト（トラブル等）のリスク管理、主に個人
の安全な利用が主眼となっています。 
今後はますますＩＣＴの活用が前提・日
常利用が当たり前となることから、デジ
タルのメリットを踏まえた責任ある主体
的利用として、情報社会を築く市民とし
てテクノロジーをどう活用するかが重要
になると思います。 
政府の総合科学技術・イノベーション会
議の作業部会は今年の２月に次の学習指
導要領の改訂に触れ、デジタル・シティ
ズンシップ教育を各教科等で推進するこ
とを盛り込んでいます。 

●学校保健委員会開催を評価します。頑張
ってください。 
●保護者の協力が必要と考えます。 
 タブレット端末が使えるようになって

も、そのまま家庭用のスマホなどに移行
して、ネット悪用にならないようにして
ほしい。 

●SNS 機器が欠かせない世の中になったけ
れど、使い方によっては大変なことにな
るので、保護者と協力して根気強くご指
導願います。 

●保護者にゲーム依存だけでなくネット依
存があることや引きこもりの原因になる
ことを理解していただく必要がある。 

 
 
 
 
 
 
 
・夜 9 時以

降のゲー
ム・ネッ
ト・ＳＮ
Ｓをしな
い 

 
保 
６５％ B 
 
・ねる時刻

を守って
いる 

 
保 
６６％ B 

〇高学年では学校保健委員
会、低学年では授業参観
で親子一緒にSNSついて
考える機会をつくった。 

 来年度以降も継続して、
スタイルを変えながら保
護者に啓発していきた
い。 

〇児童への生活リズム調査
は、クロムブック等の ICT
を使って回答ができるよ
うに取り組みたい。 

〇自宅での生活のことは、
すぐには結果が出ない
が、これからも根気強く、
ネットとのつきあい方に
ついて指導していきた
い。 

〇メディアブレーキデーの
目的を児童だけでなく、
保護者にも理解していた
だく必要がある。 

A（80％） 
 
 

B（20％） 

●SNS の功罪。学校だけでも，保護者だけでも解
決できません。それでも子どもたちや保護者に
発信し続けることが肝要です。あわてず・あせら
ず・あきらめず発信を。 

●近年ニュースでよく目にしますが，非常識な動
画を SNS にあげたりする若者もいます。小学生
のうちから，考える機会を何度ももつことはと
ても大事な事だと思います。 

●SNS は大人も子どもも身近なものとなり，日常
生活から切り離せないものとなっています。各
家庭でルールを決め，メリハリのある生活を期
待するのも難しいですね。もう少し意識が高ま
ればと思います。 

●現代の子どもたちは保護者や教員よりも SNS が
身近にあり使いこなしています。学校の調査で
も保護者と子どもたちの SNS に対する認識のギ
ャップが明らかになっています。学校だけでは
限界があると思います。保護者には「スマホや
SNS トラブルの防止や解決は端末を持たせてい
る保護者の責任で保護者がするもの」という認
識を持ってもらう必要があると感じます。 
子どもたちには情報モラル教育からデジタル・
シティズンシップ教育へシフトしていく転換期
に来ているのではないでしょうか。 

●生活リズムについては，家庭での取組，親が就寝
時間に寝かせるようにしているか，決まった時
間に起こして，学校へ送り出しているのかが大
切なことだと考えています。 
街でときどき見かける外食に出かけている時間
で，帰りが９時以降では遅いのではと思われる
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ときがあります。子どもたちの生活リズムを作
ってやることも大切だと思います。 

○児童の企画運
営による特別
活動 

・全校集会  
・運動会  
・各委員会の活  
 動 
○成果の「見え

る化」による
自己肯定感の
高 
揚 

・写真、動画、キ
ャリアパスポ
ートなどでの 
振り返り 

特
別
活
動 

○児童が自
分達で決
め、協力
して活動
する場を
つくり、
それが満
足感や達
成感につ
ながって
いる。 

□児童アンケート 
「学級や学校をよ

りよくするため
に自分たちで考
えて行動してい
る」と答えた児
童の割合 

 
A:80％以上  
B:70％以上    
C:70％未満 

低 
100％A 
 
中 
９６％ A 
 
高 
８４％ A 
 
全 
９２％ A 

〇発達段階での差
はあるものの、
高学年の割合が
低・中学年に比
べ る と 低 い 。
色々な場面でリ
ーダーが生まれ
る働きかけをす
るなど，特別活
動 の 充 実 を 図
る。 

〇 事 前 指 導 で は
「目的意識」「相
手意識」と「自己
決定の場」を大
切にする。そし
てそれを教師は
支え、見守る姿
勢 を 大 切 に す
る。 

〇事後指導では、
振り返りの時間
を大切にする。
その際，職員だ
けでなく保護者
や地域の声も届
くようにする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
A（８０％） 
B（２０％） 

●取組及び課題解決に向けた改善策におい
て「保護者や地域の声が届くようにする」
とありますが、具体的にどのようにする
かを示せるようにしていただきたいで
す。 
普段の授業で、全体の前で子供に説明さ
せると時間がかかり予定どおりに授業が
進まない。教師が説明するほうが授業が
スムーズに進む場面もあると思います。 
子供が説明できる場面をつくる。活動を
任せるときは前もって課題、時間、方法
を子供に伝えておく。子供の活動状況を
把握して、励ましたり、認めたりする。 
子供の意見を聞いて、子供に任せる、学
習者を尊重する授業づくりにより自己肯
定感が高まり、さらに意欲的に授業に参
加できるようになると考えます。 

●少しずつかもしれないけれど、効果が出
ていると感じます。更なる継続を望みま
す。 

●「伝える」ことの力を持ってほしいです。 
●高学年にとって金管鼓隊や運動会は低学

年の見本となる行動をする良いチャンス
ですね。期待に応えてくれると思います。 

●運動会をきっかけにみんなで何かをやり
遂げるというチームワークの大切さ，そ
こから得る達成感に期待します。高学年
の割合が低いですが，低学年・中学年の刺
激になるかと思います。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
低 
９２％A 
 
中 
９８％ A 
 
高 
８３％ A 
 
全 
９１％ A 

〇様々な行事を通して、達
成感や高学年のリーダー
シップが発揮した部分が
あった。 

 
〇行事ごとのキャリアパス

ポートの有効活用のみな
らず、6 年では、中学校に
向けての身に付けたい
力、それに向けての今の
自分がやるべきことを考
える時間を確保すること
ができた。（小中連携） 

 
〇行事でのリーダーシップ

を普段の委員会や学校生
活でも発揮させる場面、
声掛けを増やしていく。
特に委員会では自発的な
活動について、やらせて
みて，そこから学ばせる
ことも大切である。 

A
（100％） 

●「見える化」を評価します。定着してきていると
感じます。はげます・認め合うを大切に続けてく
ださい。 

●児童数の減少により，委員会の総合が行われた
けれど，思うように活動できなかったので，来年
度は元に戻して，４～６年生で体制を組み直す
のは，良い案ですね。気づきがあり，実行してみ
て良かったです。 

●金管鼓隊や運動会では，みんなで何かをやり遂
げるという気持が伝わりました。「喜努哀楽」を
楽しませてもらいました。チームワークの大切
さを，ひとりひとりが感じとれたのではと思い
ます。 

●成功体験を積ませたいと考えがちですが、子ど
も主体で取り組んで取り組んだ結果、うまくい
かず１年が過ぎても、それも学びの１つだと思
います。なぜ失敗したのかを子どもたちが振り
返えることも学びの１つだと思います。このこ
とにより次の活動や学年につながると思いま
す。 

●生徒数が減っていくなかで，強いリーダーシッ
プを発揮できるかということになると，なかよ
し状態のような形になってしまっては望めない
と思います。高学年には，低学年の手本となれる
ような姿を見せることが１つの形ではと考えま
す。 

 

○自己の生き方
について考え
を深めるため
の道徳の授業
力の向上 

・問いの工夫 
（ メ イ ン の 問

い、切り返し
の問い） 

・視点を持たせ
た話し合い、
振り返り 

道
徳
推
進 

○児童が自
分自身の
生き方に
ついて深
く考えよ
うとして
いる。 

□児童アンケート 
重点項目につい
てふり返り、肯
定的な意見の児
童の割合 

 
A:80％以上 
B:70％以上 
C:70％未満 

低 
96.5％ A 
中 
97.5％ B 
高 
89.5％ A 
全 
89.0％ A 
※「全」は道

徳に対する共

通質問の割

合 

 
職 
７１％ B 

○毎時間後、道徳
検証シートを用
いて効果的な問
いであったかを
振り返り、次の
授業に生かせる
ようにする。 

 
○要請訪問や校内

研修会の開催な
ど を 進 め る 中
で、教員が児童
の実態やねらい
に沿った問いを
精選したり指導
方法の幅を広げ
たりしていける
ようにする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
A（６０％） 
B（４０％） 

●日常的な対面の教育もそうですし、道徳
教育や特別活動においても、ＩＣＴを加
えた取組も加えてみるとよいと考えま
す。 
AI では代替できない力や AI を使いこな
す力を身につけるためにも、「考え、議論
する道徳」を取り入れることも必要では
ないでしょうか。 

●「伝える」ことに加えて「聞く」ことも大
切だと伝えてほしいです。 

●「自己の生き方について考えを深める」と
ありますが、難しい表記ですね。私自身も
反省しています。 

●コロナ禍だからこそ，道徳教育が必要か
もしれないです。 

   
 
 
 
 
 
低 
９２％ A 
中 
９８％ A 
高 
９２％ A 
全 
９２％ A 
※「全」は道

徳に対する共

通質問の割

合 

 
職 
１００％  
  A 

〇児童の考えや思いを表出
させる際やねらいに迫る
ための動画・写真を提示
するために ICT 機器を使
用したが、まだ効果的な
活用には至っていない。
どのような場面でどのよ
うな機能を使うことが効
果的か、実践を積み重ね
ていく必要がある。 

〇道徳の授業のみではな
く、その他の行事や日常
生活と結びつけること
で、全教育活動を通して
の道徳教育の充実を図
る。 

〇今年１年の成果や課題を
来年度に生かし、段階的
に道徳性を養っていく。
そのことで、目先の道徳
性ではなく、児童のこれ
からの人生の中での道徳
性や生き方を徐々に育ん
でいきたい。 

A
（100％） 

●道徳の取組，良いと思います。授業の工夫によ
り，価値観の変容を生みだす重みのある授業を
続けてください。 

●中間評価にもありますが発問によって子どもた
ちの思考の流れが始まります。検証は大変です
が失敗を恐れずに取り組んでください。  
これまでどおり、子どもたちを認めて励まして
くださるとうれしいです。 

●個人的には，道徳は評価するもの，結果を出すも
のではないと考えています。 

 大人になってひとりひとりの考え方が，他人や
社会に関わっていくうえで，何が大切なのかを
気づかさせてくれれば良いと思っています。答
えをあせってはいけないと考えます。 

学
力
と
体
力
の
向
上 

①問題を読んで
意味がわかる
工夫 
②ペアやグルー

プで考えを広
げたり，深め
たり 
する活動 
③問いの工夫を

する 
④スタディマナ

ーの徹底 

研
究 

①考えを書
くことが
できる 
②話し合い

から、考
えを広げ
たり，深
め て い
る。 
③目・耳・心

で聴くこ
とができ
る。 
④毎月の重

点項目を
守ってい

□児童アンケート 
□職員アンケート 
 
A:80％以上 
B:70％以上  
C:70％未満 

①児８８％
A 
①職８１％
A 
②児９２％
A 
③児８５％
A 
④児 
４月(着ベ)
８４％A 
５月(聴く)
８２％A 
６月(着ベ)
８４％A 
７月(準備)

〇全体では全て８
０％を超えてい
るが、学年ごと
に見ると高学年
が８０％を満た
ない項目がいく
つかある。 
特に③や④のス
タディーマナー
に関わる部分は
改めて高学年で
の意識向上が必
要である。 

〇 ２ 学 期 に 向 け
て、「話し合い活
動」の充実を重
視していく。そ
のために、教師

 
 
 
 
 
A 
(１００％） 

●人が話すことを聞く。これまでの取組の
成果が出てきていると感じています。 

 子供たちが出ていく社会がどういうふう
になってるのかなっていうことを考えた
教育を望みます。凡庸な 90 点の取組より
も 60 点でもいいから夢のある挑戦をし
てほしいと思います。リスクを恐れない
でください。 

●学力向上の為、スタディーマナーの徹底
に更なる努力を期待します。 

（その他の意見として） 
本校の学力向上で重点項目に「キャリア
教育の重視」が述べられています。人は
目的があると意欲も出，積極性も出ます。
高学年では「あこがれの職業ややりたい
事」を具体的にもてるよう、道徳以外で
も授業の資料提示等、工夫し地域の誇り
を持たせ、あこがれの職業になるために

①児 86％A 
①職％A 
②児 96％A 
③児 77％B 
④児 80%A  
（１月） 
 
 

〇１学期、年度当初は学級
経営上「聴く」ことに力
を入れることが多く、教
師も児童も意識が高い。
そこから徐々に意識をさ
せなくてもできるように
させていくが、やはり、
定期的、習慣的に聞くこ
とに対して教師の声掛け
や児童の評価をしていく
必要がある。 

 
〇２月には児童同士の授業

参観を設定し、上級生の
授業に取り組む姿勢や下
級生の楽しく取り組む姿

A
（100％） 

●スタディマナーが定着していると感じます。こ
の積み重ねを崩さないようお願いします。 

●児童どうしの授業参観は興味深いですね。来年
度も実施できれば良いですね。 

●人の話をしっかり聞く，しっかり伝える。という
基本的なことができるようになりました。あと
大勢の前でどう伝えるかということに，これか
ら期待します。成長の過程もありますが，しっか
りと自分をもってほしいですね。 

●子どもたちに授業が「分かる」と「楽しい」の調
査を行い、学びの主体である子どもたちの視点
で授業を振り返る一助とするとともに、分析を
して今後につなげてみるものよいと思います。 

●読むこと，それを理解すること，言葉として伝え
ること，もちろん相手の言うことを聞くことも
大切なことだと思いますが，SNS 等で短い単語



る。 
 

８３％A は、良い話し合
いの仕方をイメ
ージしておくこ
とや、話し合う
際の視点を明確
にしていく。ま
た，必要感のあ
る場面で話し合
いを設定するよ
う授業計画を吟
味する。 

「今から頑張る」という意欲づけを工夫
してください。 

●相手の意見を聞き、しっかり話す。互いを
尊重できる人に育ってほしいです。 

●「話し合い」から協調性も学んでほしい。
実社会で、自己主張が強く協調性に貧し
い人とは仕事がやりづらい事を実感して
います。 

●「話を聞く，しっかり伝える」という基本
的なことを教えてほしいです。 

を見たことで、来年度に
向けての目標をイメージ
したり、今のクラスに足
りないところを再認識で
きたりした。 

でやりとりする時代になってきています。 
 どうか，しっかり伝えるにはどうすれば良いか

を指導してください。 

○持久力の向上 
・準備運動時の

補強運動 
・主運動につな

がる準備運動 
・マラソンタイ  
 ム 

体
育
担
当 

○日々の取
り組みに
よって、
児童の持
久力の向
上。 

□シャトルラン測 
定値 
 
前回比 ＋５回 

（３～６年生） 
 
A:３～４学級  
B:１～２学級  
C:０学級 

４学級中 
２学級 B 
 

〇体育の授業の中
で、EX ダンスや
補強運動に継続
した取組で本校
児童の持久力の
向上の素地を育
む。 

 
〇児童会企画の運

動集会を行い、
運動する習慣の
必要性を啓発す
る取組を進めて
いく。 

 
 
 
 
 
 
 
 
A（８０％） 
B（２０％） 

●ＩＣＴを加えた取組も加えてみるとよい
と考えます。（例：シャトルランの画像を
撮ってみんなでどうやったら   
多くできるようになるかを考える） 
２年前は体育の研究指定校でした。新た
なことを始めるより続けることの方がは
るかに難しいと思います。様々な優れた
教育実践やデータ等が蓄積されていて
も、使うことが少なければもったいない
なと思います。 

●継続した補強運動は大いに評価します。 
●将来の話となりますが、大学への進学を

考える頃になると、国公立の受験ともな
ると持久力が必要になってきます。体力
的にも精神的にも。「あきらめない」こと
が大切です。 

●EX ダンスに興味があります。運動会が楽
しみです。 

●児童の持久力の向上を目指し，継続する
ことで力になり，自信にもつながると思
います。 

 
 
 
 
 
 
 
 
4 学級中 
2 学級 B 

〇準備運動に EX ダンスを
取り入れることで、運動
への意欲を向上させる。 

○低学年においては，体づ
くり運動を重視する。（体
幹を鍛える） 

〇授業開始時に時間走を実
施することで、走ること
を習慣化させる。 

〇下半身の筋持久力を向上
させたり、体幹の安定性
を向上させたりするため
のトレーニングを継続的
に取り入れる。 

〇児童会企画の運動集会を
行い、運動する習慣の必
要性を啓発する取組を進
めていく。 

A
（100％） 

●補強運動の取組を評価します。課題解決に取り
組んでいると思います。 

●E テレの EX ダンスは難易度が高く，心配してい
たけれど，運動会での EX ダンスは体操のストレ
ッチの要素もあり，みんな楽しそうに身体を動
かしていたので良かったです。一緒に踊りたく
なりました。 

●フロントブリッジは，私もたまに家でやってい
ますが，回数を重ねると少しずつ長くできるよ
うになります。児童のみんなに負けないように
私も実践していきたいです。 

●運動が不得意な子もいますが，みんなで楽しく
声を掛け合ってトレーニングをすることで継続
することができて，自信にもつながったと思い
ます。 

●基礎体力向上は、家庭の協力も必要ではないか
と考えます。健康カードを活用して家庭でも運
動する機会を設けたらどうでしょうか。今年度
もスポーツ選手の講演がありましたが、きっか
けづくりになる良い取組だと思います。 
児童会企画の運動集会とありますが、体力・運動
能力調査で課題となった種目について、昼休み
に児童主体で運営する中庭マラソン大会や通年
で体育館でのシャトルラン大会を開催するなど
楽しく参加できるようにするとよいと思いま
す。また、何がウイークポイントなのか体育の授
業の最後に子どもたちに振り返りをさせること
もよいと思います。 

●自宅に帰って，外で遊ぶことが少なくなって，体
力的には弱くなってきていると思います。 

職
員
の
協
働
体
制
の
確
立 

○職員の能力の
開発や人材育
成 

・若手教員育成
プログラム 

・校内研修 

管
理
職 

○校内研修
が適切に
行われ、
各部会や
推進委員
会が、組
織的な人
材育成の
視点で行
われてい
る。 

□職員アンケート 
「校内研修が業務

に生かされてい
ると感じる」教
員の割合 

 
A:80％以上 
B:60％以上 
C:60％未満 

職 
100％ A 
 
 

〇校内研修の充実
により，日々の
授業や各担当へ
の業務改善に生
かされているこ
とを実感してい
るが，今後も業
務が特定の職員
へ偏ることのな
い配慮は継続す
る。研修に対し
て前向きに取り
組んでいる姿も
日々の姿から感
じる。 

〇若手教職員らが
自らのニーズに
対応した研修内
容を計画的に進
めており，今後
も継続し，効果
的な人材育成を
進めていく。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
A 
(１００％） 

●優れた教師の経験や勘、匠の指導技術を、
言語化・可視化・定量化するなどして、効
率的・効果的に伝承できれば良いなと思
っています（暗黙知→形式知）。 
経験や勘や教員の個人プレーにだけに頼
らず、教育データも積極的に利活用して
ください。 

●研修と修養は教職員の努めです。改善策
を進め、力量を伸ばすことに期待します。 

●コロナ禍の中でご苦労されていると思い
ます。子どもたちのためによろしくお願
いします。 

●校内研修は魅力的なシステムですね。１
つのやり方に固着せず，改革していくこ
とは素敵だと思います。 

●GIGA スクールは先進的に取り組んでいた
だきたい。 

  今，保持しているスキルを更にスキルア
ップできるような環境を整えてほしい。 

職 
100％ A 
 
 

○若手教員育成プログラム
研修は中間評価同様，ニ
ーズに応じた研修内容と
なっており，学級経営・担
当業務・学校運営に生か
されている実感を得てい
る。石川県教員総合研修
センターのデータも活用
し，研修内容を充実させ
た。 

 
○教務主任・研究主任を中

心にして全体研修会を継
続的に開催しているが，
終礼の短時間を利用した
ミニ GIGA 研修会を２学
期から実施し，スキルア
ップに努めている。 

A 
（100％） 

●校内研修が充実していると感じました。学校に

一体感も感じます。現場で育てるという意気込

みを大切に。研修に終わりはありません。頑張っ

てください。 

●GIGA スクールの研修も大事ですが、社会ではコ

ミュニケーション力（プレゼンテーション力）も

大事だと考えます。プレゼン教育に関する研修

もどんどん参加して、子どもたちの活動に活か

してあげてください。 

●山岸先生，コロナ禍の中での学校の運営はご苦

労だったと思います。ありがとうございました。

また，同じ状況でご苦労された先生方にもお礼

を申し上げます。どうもありがとうございまし

た。 

 

○教職員の働き

方に関する意

識の改革 

・定時退校日の

設定 

・業務の効率化

（マークシート  

アンケートの 

活用やエクセ

○職員は終

了時刻を

意識して

計画的に

業務を進

め て い

る。 

□職員アンケート
と勤務実態 

 
時間外勤務時間
が月８０時間以
上の職員の割合 

 
A:30％未満  
B:50％未満  
C:50％以上  

職 
２１％ Ａ 

〇 講 師 不 足 の た
め，今年度の本
校の教職員の定
数は 1 不足の状
態。マンパワー
が不足すること
で個々の担当業
務 時 間 が 増 加
し，教材研究に
充てる時間が勤

 
 
 
 
 
A 
(１００％） 

●現状、どこの学校でも新卒の先生や講師
の先生にまで多くの仕事が与えられてい
るのが実情ではないでしょうか。 
個々に退校日を設定すると、土日に出勤
される方が増えるような気がします。 
今年度から校務支援システムが導入され
学校内のシステム化が進むと考えていま
す。学校と保護者等間のデジタル化も働
き方改革につながります。 
以前の学校評価委員会でお話を伺いまし
たが、校務分掌組織の再編（スリム化）、

 
職 
０％ Ａ 
 
※令和 4 年
９月～令和
５年１月ま
での平均時
間（８０時
間以上の割
合） 

○担当によっては，いしか
わ道徳教育推進事業研究
発表会（11 月）をはじめ
とする学校行事への業務
で，勤務時間外勤務が月
８０時間を越えてしまう
職員がいたが，個々に取
組の見通しと軽重をつけ
て業務を進めることがで
きるようになっている。
またＩＣＴを活用した会

 
A 

（100％） 

●1 人不足の 1 年でしたが，皆さんよく取り組みま
した。ここは，改善の余地もあるでしょうが，現
場での工夫がわかります。更に高見を目指して
頑張ってください。 

●健康第一です。日々，何かに追われますが，」年
休の取得もしながらリラックスしてください。 

●学校における働き方改革については着実に取組
が進んできていることが分かります。 
教育の質の維持向上を図るためにも、より一層、
保護者・地域の御理解・御協力を得ながら、教育
委員会と学校が連携していかなければならない



                                                                 

ルを使ったデ

ータ管理と共 

有など） 

務終了時間後に
な っ て い る 状
態。 

 
○学校としての定

時退校日ではな
く，個々に定時
退校日を設定す
るなどの対応を
進めていく。 

各種会議（職員会議・校内研修等）の精
選に加え会議のペーパーレス化。学校と
保護者間の文書や出席・遅刻等の連絡（輪
島中学校で実施）、各種アンケートのデジ
タル化。採点支援システム（EdLog など）
の導入。日課表の見直し。業務改善に係
る会議の実施（ボトムアップ）。年次休暇
等の計画的な取得など、攻めの学校経営
（新たな教育活動を積極果敢に導入する
など）を行っている学校ほど在校等時間
の減少率が高い傾向にあると聞きまし
た。 

●学校はよくやっています。 
●目に見える退校時間は大切ですが、自宅

の研究・教材準備の時間が見えてきませ
ん。無理をなさらないようにしてくださ
い。 

●時間内に業務が終了できるように，また
持ち帰ることがないようにしたいです
ね。ノー残業デーを設定するなどし，取り
組む。 

議を開催することで，児
童一人ひとりに寄り添う
時間や教材研究に充てる
時間が徐々に生み出せて
いる。 

○冬季休業中に関しては職
員個々の業務の進捗状況
を把握して，年休の取得
を勧めた。今後も職員の
心身の健康状態に配慮し
ていく。 

と思います。 
次年度は、年度当初の業務の平準化に着目され
たらどうでしょうか。 

●先生方には，メリハリのついた ON・OFF の切り
替えをして乗り切ってください。 

 

地
域
連
携
と
貢
献 

○子どもの様子
をタイムリー
に配信 

・学校 HP の更新   
・月２回以上の

学級だより 

情
報
担
当 

○職員は児
童の様子
を地域や
保護者に
積極的に
配信して
いる。 

□学級だより発行
数 
月２回以上学級だ
よりを発行した学
級の割合 
 
A:90％以上  
B:80％以上  
C:80％未満 

□学級だよ
り発行数 
月 ２ 回
以 上 学
級 だ よ
り を 発
行 し た
学 級 の
割合 
 

100％ A 
 
職 
９０％ A 
 
保 
９５％ A 
 

〇各学級担任によ
る月２回以上の
学級だよりの発
行は、継続する。
学校 HP 更新に
は、学年差があ
るため、更新状
況を確認し、更
新が少ない学年
には、呼びかけ
を行っていく。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
A 
(１００％） 

●毎月の学級だよりの作成ありがとうござ
います。 
子供たちの学校での様子がよく分かりま
す。大変でしょうが今後ともよろしくお
願いいたします。 
働き方改革の一環として、お知らせのデ
ジタル化もご検討ください。 
学年懇談会などの機会を使って書かれて
あることを保護者に口頭で説明して理解
を深めていただきたい。 

●今でも学校はよく発信しています。改善
案に賛成です。 

●保護者にしっかり協力をお願いしてくだ
さい。 

●マンパワー不足で月２回のお便りは大変
だと思いますが、継続してほしい。 

●学校 HP の更新，楽しみにしています。お
忙しいとは思いますが，続けていただき
たい。 

 
 
A 
(１００%) 

○学級だよりについては、
どの学級も定期的に発行
することができており、
児童の様子をタイムリー
に発信することができて
いる。 

○学校 HP 更新の学年差は
改善されていない。月２
回以上など目標を決めた
り、HP 更新週間などを設
定したりするなど、全職
員が意識できるような働
きかけが必要である。 

A 
（100％） 

●十分に発信していると思います。 
●保護者にとって「安心の源」である学級だよりの

定期発行を，来年度もお願いします。 
●ＨＰ，時々拝見しております。子どもたちの様子

を知ることができ，助かりました。 
●学級だよりは生徒指導の減少につながっている

と確信しています。月２回でよいので無理をな
さらないでください。中間評価からの繰り返し
となりますが、学級だよりのデジタル化も御検
討ください。確実に保護者に届きます。学級だよ
りは担任の先生と保護者をつなぐ大事なツール
です。 
HP の更新に関する学年差は、個人的には問題な
いと思います。学年だより同様、月２回程度で充
分だと思います。 

●日常の授業を終えてからの便りの作成には，ご
苦労されていると思います。無理なく，多くの事
を載せることはせず，必要なものにしぼって便
りを作ってください。 

○小中・小小連  
 携 
・学習規律・クロ

ームブックの
きまり共有 

・テストの出題
内容 

・教材・指導案の
共有 

各
主
任 

○中学校や
他小学校
との情報
交換が実
施されて
いる。 

□職員アンケート 
「生徒指導、学習
指導等の情報共有
が行われている。」
と答えた職員の割
合 
 
A:80％以上  
B:60％以上  
C:60％未満 

職 
５５％ C 
 

〇輪島中学校校下
である各小学校
と輪島中学校と
が 1 学期に１回
（Ｍｅｅｔ），夏
季休業中に 1 回
（対面），小中連
絡協議会を実施
し，共通取組を
各主任が調整し
実施している。 

 
〇職員個々のアン

ケートから授業
力向上のために
他校への研究授
業参観を望む声
がある。参加体
制を改善してい
く必要があり，
教務主任を中心
に個々のニーズ
にあった研修会
への参加を２学
期以降に実施す
る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
A（６０％） 
B（２０％） 
C（２０％） 

●小学校から中学校への連携について、保
護者が当事者意識を持つようになるよう
に期待します。 
輪島中学校では「時場礼」の取組をして
います。スタディマナーの取組とリンク
できれば良いですね。 

●小中・小小の連携はもっとやって良いと
思いますが、教育環境（職員数・コロナ禍・
新カリキュラム他）を考えるとやむをえ
ないと思います。少ない機会でも濃い内
容で各校が実践を共有できるよう工夫し
てください。 

●コロナ禍ですので無理をせず行ってくだ
さい。 

●今年度の三夜踊り指導において、６年生
は前回の３年前は３年生だったので、殆
ど覚えていないだろうと思っていました
が、その集中力に驚かされました。 

 また、自分たちで数を数えながら踊って
いるとき、元気が良すぎて太鼓のリズム
よりずいぶん早くなりました。でも、一番
の目的である楽しそうに、のりよく踊っ
てくれている児童が多く見られて嬉しか
ったです。ただ、今まで鳳至小は「三夜」
大屋小は「まだら」と言われてきたように
三夜の囃子方も全て熟すことができなか
ったのがさびしいです。学校の特色の１
つが消えかかっているのですね。 

●評価が低いですが，少しでも改善できた
ら良いですね。業務の多さ，お察ししま
す。 

職 
８８％ Ａ 
 

○1 学期に引き続き，Ｍｅｅ
ｔや集合型での小中連携
協議会の実施により，小
中学校の情報交換（生活
習慣・学習規律・自主学習
など）をし，共通取組を進
めている。 

 
○小中学校以外に，輪島高

等学校の取組について本
校職員が授業を参観した
り，英語教育について情
報交換したりすることが
できた。高等学校との連
携も今後継続していく。 

 
○三夜踊りの伴奏や踊りを

総合的な学習の時間や音
楽科の中で扱うことも検
討していく。 

 
○社会福祉協議会との連携

をし，ボランティア推進
事業に関わる内容をカリ
キュラム化する。また，公
民館との連携で教育活動
を充実させる。 

A 
（100％） 

●幼・保・小，小小，小中，小中高の連携は鳳至小
の子どもたちを育てるのに必要な連携です。回
数や形式的で終わらず，共通の取組を，全職員が
理解し，実践も全職員が行うことが肝要だと思
います。 

●図書室近くの廊下に写真とともにゲストティー
チャーの授業風景や内容が掲示されていて興味
深く見学しました。保護者の方々にとっても，他
の学年の事も知ることができますね。 

●ＭｅｅｔやＺｏｏｍに関して，自分たちも不慣
れな部分でもあります。段々と定着していくこ
とと思います。 

●今年度は輪島中学校への見学ができました。大
変子どもたちには刺激になったようです。継続
されることを望みます。 
ボランティア推進事業に関し、鳳至っ子見守り
隊の方を GT として招へいすることも御検討く
ださい。 

●コロナ禍での生徒・児童の交流はむずかしい事
だったでしょうから，これからの活動に期待し
ます。街に出てゆく活動もままならかったと考
えられます。来年以後，子どもたちが学校外活動
ができますよう願っています。 


